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システム構成概要
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出力画面
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作業実績の報告も可能
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ユニット説明
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ユニットの説明
赤外線カメラ
• 防水・防塵

• 光源不要で省スペース
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ユニットの説明
ディスプレイ
• 検出結果（死鶏の位置）を表示

• タブレット端末へも表示可能

※ 取得したデータはクラウドに保管され、
専用サイトからアクセス可能
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5つの特徴
1. 給餌時に観察

– 頻回観察で精度向上

– 生産性のない鶏を検出可能

2. 省スペース

– 作業員の邪魔にならない

3. 低増設

– 新たな電気工事不要

4. 低刺激

– 音を出さない

– 発光しない（赤外線は鶏には見えない）

5. 最新のAI技術と弊社独自のアルゴリズム

– 精度を保ったまま速度向上

– 3種類の判定

現状と変わらない鶏舎環境で、
作業効率を大幅に向上

給餌機設置により実現
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給餌時に観察

1. 食事のために立ち上がる

– 斃死鶏・活動量が減っている鶏を効率的に検知可能

2. 1日に5〜6往復

– 何度も見ることで、検出精度向上

– 活動量の減りは一時的 or 慢性的かを判断可能

特徴1

6時 8時 10時

13時 15時 17時
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省スペース

• 弊社既存の給餌機にユニットを
取り付けるだけ

• ユニットの厚み：片側に約11cm

→ 作業員の邪魔にならない

特徴2

11cm
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低増設

給餌機に電源を持つ

→ 電源増設不要

特徴3
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低刺激

• 音を発しない

– 既存の給餌機にカメラをつけるだけのため

• 発光しない

– 赤外線を出すが、鶏には見えない[1]

特徴4

出典：[1] バイオメカニズム学会誌「鳥類の視覚受容機構」
https://www.jstage.jst.go.jp/article/sobim/31/3/31_3_143/_pdf

https://www.jstage.jst.go.jp/article/sobim/31/3/31_3_143/_pdf
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最新のAI技術と弊社独自のアルゴリズム

• 高精度、高速処理

• 3種類の判定

A) 斃死鶏

B) 休んでいる鶏

C) 顔を覗かせている鶏

特徴5

A） 斃死鶏

B) 休んでいる鶏

C) 顔を覗かせている鶏

※赤外線カメラにより
赤玉鶏・白玉鶏によらず判断可能
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検出具体例
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斃死鶏を確実に検出

・複数回の観測により、高精度に判断可能
・6~8時の間に死んでいることがわかる

同じケージ内における、異なる時間帯の画像
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休んでいるだけでは斃死鶏と判断しない

・複数回の観測により、高精度に判断可能
・8時のデータは、休んでいた鶏だとわかる
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活動が弱い（生産性が低い）鶏も検出可能

・弊社独自のAIアルゴリズムは体温に依存しないため、
斃死以外の状態も検出可能
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奥にいる斃死鶏も検出可能

・給餌機に装備されているため、安定した鮮明な接写映像が取得可能
・赤外線カメラにより、目視しづらいケージの奥も検出可能
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精度（2種類の評価方法で高い値を実現）

適合率 (precision)  95.8%

誤検出

適合率 95% とは 「20羽検出して19羽死んでいた」
再現率 95% とは 「全部で20羽死んでいた中の19羽検出できた」

誤検出が少ない

見落としが少ない

つまり、

つまり、

AIが正しいと判断したものの中で、
本当に正しいものの割合

実際に死んでいる鶏の中で、
AIがどれだけ見つけられたかの割合

斃死鶏だ！

見落とし

再現率 (recall) 95.8% 


